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令和３年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語表現Ⅰ（通信） ２ ２年次 

SELECT English 

Expression Ⅰ 

New Edition 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

このグローバル化の時代、ますます英語で他者と意思疎通を図る力が求められている。たとえ外国へ行か

なくても、日本には毎年多くの外国人が訪れている。そしてすでに私たちの周りには多くの英語であふれ

ている。この授業では英語を理解するだけでなく、英語で自分の意見を発信する力を養うことに重点を置

いている。この授業を通して「使える英語」を身につけて「国際人」の仲間入りをしよう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【２～４年次】履修科目：「英語表現Ⅰ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

・自分のことや身近な

ことがらについて、2～

3 文程度で応答するこ

とができる。 

・短い英文(4～5 文程

度)を適切に話すことが

できる。 

インタビ

ューテス

ト 

スピーチ 

辞書などを用いて、

自分のことや身のま

わりのことに関し

て、平易な単語や構

文、文法を用いて、

1～2 文程度の英文

を作成することがで

きる。 

 

ラ イ テ ィ

ン グ テ ス

ト 

定期考査 

ゆっくりと話され

れば、平易な語彙

や構文から成り立

つ英文(3～４文程

度)の内容を聞き取

り、その概要や細

部を理解すること

ができる。 

 

リ ス ニン

グテスト 

定期考査 

日常生活や身

のまわりのこ

とに関して書

かれた 4～5 文

程度で構成さ

れる平易な英

文を、文法の知

識を活用して、

その概要や細

部を適切に理

解できる 

音読テス

ト 

定期考査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

自分の知っている英語を使っ

て、積極的にコミュニケーシ

ョンを図ろうとする。 

自己の考えや情報を相手に分

かりやすく伝えるため、表現

を工夫し、筋道を立てて相手

に話したり、書いたりする。 

辞書などを用いて、自分のこ

とや身のまわりのことに関し

て、平易な単語や構文、文法を

用いて英文を作成することが

できる。 

単語や語法、文法などを理解

するとともに、その背景とな

る慣習や文化を理解してい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 

 
題材内容 

 
単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

( ７時間) 

自己紹介 

自己紹介 

あいさつ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違いを恐れず積極

的に発話する。 

・わからないことや表

現できないことに対

して、聞き返す、言

い換える等、断続的

な対話を図る。 

・ワークシートを利用

し、それを参考にしな

がら、現在形を用い

て、ペアで話し合う。 

・間違いを恐れず積

極的に発話するこ

とができる。 

・わからないことや

表現できないこと

に対して、聞き返

す、等、断続的な

対話を図ることが

できる。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・現在形を用いて、

「自分の趣味や興味

があること」につい

て適切な表現で書

く。 

・場面にふさわしい現在

形の用法を正しく理解

し、適切な表現で書

く。 

・現在形を用いて、

「自分の趣味や興味

があること」につい

て適切な表現で書く

ことができる。 

・インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・対話を聞き、内容を

理解する。 

・現在形の基本的な用法

や表現を正しく理解し

ながら読む。 

・対話を聞き、内容

を理解することがで

きる。 

・定期テストで知識

が身についている

かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

be 動詞、一般動詞の現

在形の理解と英文作成 

本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・be 動詞、一般動詞

の現在形使い方を

理解している 

・定期テストで知識

が身についている

かを判断する。 

Lesson ２ 

( ７時間) 

宇宙で食事 

世界の食文化 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違いを恐れず積極

的に発話する。 

・わからないことや表

現できないことに対

して、聞き返す、言

い換える等、断続的

な対話を図る。 

・ワークシートを利用

し、それを参考にしな

がら、過去形を用い

て、ペアで話し合う。 

・間違いを恐れず積

極的に発話するこ

とができる。 

・わからないことや

表現できないこと

に対して、聞き返

す、等、断続的な

対話を図ることが

できる。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・場面にふさわしい過

去形の用法を正しく

理解し、適切に表現

する。 

 

 

・過去形を用いて、「先週

末にしたこと」について

適切な表現で書く。 

・場面にふさわしい

過去形の用法を正

しく理解し、適切

に表現ことができ

る。 

 

 

・インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・対話を聞き、内容を理

解する。 

・英文を聞いて、設問の

写真に適する内容を選

ぶ。 

・対話を聞き、内容を

理解することができ

る。 

・定期テストで知識

が身についている

かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

be 動詞、一般動詞の過

去形の理解と英文作成 

 

本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・be 動詞、一般動詞

の過去形の使い方

を理解している 

・定期テストで知識

が身についている

かを判断する。 



単元 

(配当時間) 題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ３ 

( ７時間) 

世界へ羽ば

たけ 

スポーツ 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違いを恐れず積極

的に発話する。 

・わからないことや表

現できないことに対

して、聞き返す、言

い換える等、断続的

な対話を図る。 

・ワークシートを利用

し、それを参考にしな

がら、進行形を用い

て、ペアで話し合う。 

・間違いを恐れず積

極的に発話するこ

とができる。 

・わからないことや

表現できないこと

に対して、聞き返

す、等、断続的な

対話を図ることが

できる。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・場面にふさわしい過

去形の用法を正しく

理解し、適切に表現

する。 

 

 

・進行形を用いて、「昨日

の夜８時にしていたこ

と」について適切な表現

で書く。 

・場面にふさわしい

進行形の用法を正

しく理解し、適切

に表現ことができ

る。 

 

 

・インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・対話を聞き、内容を理

解する。 

・英文を聞いて、設問の

写真に適する内容を選

ぶ。 

・対話を聞き、内容を

理解することができ

る。 

・定期テストで知識

が身についている

かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

進行形(現在、過去) 

 

本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・進行形(現在、過去) 

の使い方を理解して

いる 

・定期テストで知識

が身についている

かを判断する。 

Lesson ４ 

( ７時間) 

エーゲ海の

島へ 

旅行 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違いを恐れず積極

的に発話する。 

・わからないことや表

現できないことに対

して、聞き返す、言

い換える等、断続的

な対話を図る。 

・ワークシートを利用

し、それを参考にしなが

ら、未来形を用いて、ペ

アで話し合う。 

・間違いを恐れず積極

的に発話することが

できる。 

・わからないことや

表現できないこと

に対して、聞き返

す、等、断続的な

対話を図ることが

できる。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・場面にふさわしい過

去形の用法を正しく

理解し、適切に表現

する。 

 

 

・未来表現を用いて、「今

年の夏にする予定のこ

と」について適切な表現

で書く。 

・場面にふさわしい

未来形の用法を正

しく理解し、適切

に表現ことができ

る。 

 

 

・インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・対話を聞き、内容を理

解する。 

・英文を聞いて、設問の

写真に適する内容を選

ぶ。 

・対話を聞き、内容を

理解することができ

る。 

・定期テストで知識

が身についている

かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 



 

 

will と be going to の理

解と英文作成 

 

本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・will と be going to

の使い方を理解し

ている 

・定期テストで知識

が身についている

かを判断する。 


